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Abstract

In this paper,M/e would like to report a new propOsal of the design method Of the Fabry―

Perot Filter as dye laser tuning element,by means of a numerical calculatiOn,using a persOnal

computer

1. は じ め に

色素レーザのチューニングには,様々な方法
が提案されているが,効率,形状などから考え,
Fabry PerOtフ ィルタが最 も適当であると考

えられる。

そ こで,本 研究 で は色素 レーザ用 Fabry
―Perotフ ィルタの数値計算による設計を行い,

さらに,その結果をもとに,試作を行った。

2.色素レーザのチューニング方法

色素レーザのチューニング方法には,色々な
方法が提案,実験されている。
共鳴散乱の実験を始めとする,各種の分光学
的応用,ま た,医学的応用などには,ス ペクト
ル幅 1/100A以下の鋭いスペクトルのレーザ光
線が必要となるので,チ ューニングをとるだけ
でなく発振波長を狭くすることも必要となる。

そのため,鋭い波長特性を持つ波長選択素子を
レーザ共振器内に挿入するのが一般的である。
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その方法には,次の様なものが挙げられる。
① 回折格子
回折格子は,あ る波長をある特定の角度で反
射するものである。格子を傾 lす,入射方向へ回
折光が戻 る様に,光共振器を傾″ナてやると,
チューニングがとれる。

②  Fabry― PerOtフ ィルタ

Fabry― Perotフ ィルタをレーザ共振器内に

挿入することにより,チ ューニングが可能であ
る。ただし,回折格子とは異なり,発振波長は
フィルタの回転角によリー義的に決まらない。

このため,フ ィルタのフリー・スペクトラル・
レンジをレーザの利得幅より大きく取る必要が

ある。

③ ブリズム

光共振器内にプリズムを入れて, レーザ光を

通して行 う方法である。しかし,共鳴散乱等に
利用できる程スペク トルを狭 くするのは難 し

い。ただし,複数イ固のプリズムをリング状に配
置し,スペクトル幅を狭めると,回折格子程度
のスペクトルは容易に得られる。

④  Frequency― Locking

原子や分子,イ オン,更に結晶などの特定の
固有波長に色素レーザの発振波長を同調して,
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